
住宅地に現れる懸け造りの家
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都市に懸け造る 住宅密集化が進む都心。この不安定な地に安寧を求める今の住宅の価値は、制御不能な
崖や傾斜に舞台を拵えた「懸け造り」に展望を見出せる。不変の構造体と最上階の間で、
可変の空間を住みこなす。

ダイアグラム　二つの懸け造り
形式を懸け造る　～抽出×組立～

　木造住宅とはどうあるべきか。日本
の伝統的な寺社建築に倣うことで木
造の真の良さを考える。
　不安定な地に安定した舞台を確保
する「懸け造り」に、激動の社会に建
つ住宅の姿を重ねた。
　「懸け造り」の要素を抽出し、その
形式を組立ることで住宅を構成する
ことを考えた。

二.組立

　この建築の土台と言える、柱と
貫による1820mmグリッドの構造
体。開発の進む住宅地に、安定し
て留まるためのモノとして組み立
てる。

　構造体の上に拵えた、舞台状の
空間。移り変わりの激しい地面レベ
ルから、一線を引いて落ち着けるモ
ノとして組み立てる。

　この住宅を包み込む、流造のよう
な折れ屋根。二方向への接道を意
識させつつ、内部と外部を緩やか
に繋ぐモノとして組み立てる。

一.抽出

空間を懸け造る　～挿入×更新～

＋ ＋×

二.更新一.挿入
　かつては、人の手に負えず、制御不能な
(それをある意味では神聖とみなした)場
所に土台を造るようにして誕生した懸け造
り。
　そんな不安定さを重ねている都市空間
を、我々はこれから住みこなしていこうとい
う一種のアイロニーにも近いマニフェストを
この住宅は内包する。
　グリッド状にすえた構造体に、可変な壁
や窓ガラス、床や階段を挿入し、様々な状
況に対応しようと懸命に空間を造る。まさ
に、住空間を懸け造るという新しい住宅の
価値をここに提案する。

更新例 夫婦の生活から子供が誕生

①吹き抜けとなっていた空間に子供部屋
や勉強部屋を増築する。
②新たにバルコニーのスペースを確保し、
外壁を増築する。
　

　床や外壁の貼り方によって様々な生活
を懸け造る。夫婦二人で始まった生活では
、二人のみでの生活であるから、空間を開
放的に使用することを基本に考えている。
しかし、子供が誕生すると生活は大きく変
わる。
　子供のために床面積がより多く必要に
なり、また安全のために吹き抜けを減らし
て階高を抑えた場所を増やす。
　生活を取り巻く周囲の状況は安定した
ものだとは限らず変わっていくものであり
、それは生活自身も同じである。そんな生
活空間を住人自身が懸け造ることで、住
みこなす住宅が誕生する。
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